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貢 献 賞 

 受賞候補者名 業績名 推薦理由 

1 

岩﨑 清隆 

 

早稲田大学 

理工学術院 

創造理工学部 

総合機械工学科 

教授 

先進的治療機器の有効性と安全性

評価のための実臨床を模した非臨

床試験機器と評価法の開発 

我が国で先進的および革新的クラスⅣ治療

機器の研究開発と実用化研究を促進してい

くため、研究開発した先駆的非臨床試験法

に関し、厚生労働省の通知 7 件、JIS3 件の

策定に中心的に取り組んだ。これらの厚生

労働省からの通知および JIS は、アカデミ

アにおける新技術の研究開発における評

価、企業の承認申請における評価、行政に

おける有効性と安全性の評価に活用されて

おり、バイオエンジニアリング分野の発展

に多大な貢献をした。 

2 

松永 圭司 

 

東芝ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｽﾞ

株式会社 

原子力ｼｽﾃﾑ設計部 

ｴｷｽﾊﾟｰﾄ、技術責任

者 

発電用原子力設備規格全般の策

定、整備及び普及に関する貢献 

発電用設備規格委員会原子力専門委員会に

おいて長年、発電用原子力設備規格の開発

に携わり、2018 年からは委員長を務めた。

委員長として、原子力関連の多岐に渡る規

格の審議を主導するとともに「シビアアク

シデント時格納容器健全性評価ガイドライ

ン(GL)」のシリーズ全件の発刊完了と「竜

巻飛来物の衝撃荷重による構造物の構造健

全性評価手法 GL」の新規発刊は、新規制基

準に適時対応するもので特筆すべき成果で

ある。更にこれら GL に対応する二つの分科

会を設置し、体制を整備するとともに、今

後の規格の整備方針を新たに示した。また、

維持規格の技術評価への対応を主導し日本

機械学会規格の利用拡大に貢献するととも

に、原子力関連学協会規格類協議会の活動

への貢献、ASME 等での日本機械学会規格の

積極的な成果発信等、日本機械学会規格に

関して多大な貢献があった。 

国 際 功 績 賞 

 受賞候補者名 業績名 推薦理由 

1 

臼田 孝 

 

国立研究開発法人

産業技術総合研究

所 

第 3 事業所 

理事・計量標準総合

ｾﾝﾀｰ長 

振動衝撃測定器に関する ISO/JIS

規格策定等による振動計測標準の

高度化と国際化への貢献 

振動計測に関する ISO/TC108/SC3(振動、衝

撃、状態監視・振動衝撃測定器)において、

3 件の日本提案を発行に導いた。JIS におい

ては ISO5344 の国内規格である JIS B 7758

を委員長として発行した。さらに振動校正

器の国際比較を主導し、その結果を報告す

るとともに各国参加機関の同等性向上に貢

献した。また、メートル条約における理事

機関である、国際度量衡委員に選出され、

質量の定義改定にプランク定数の日本の測

定値を反映させるなど、標準化における日

本の地位向上に貢献した。 

2 

中嶋 秀夫 

 

国立研究開発法人

量子科学技術研究

開発機構 

ITER ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部 

専門業務員 

核融合設備規格超伝導マグネット

構造規格の原案・改訂案の策定へ

の貢献 

発電用設備規格委員会核融合専門委員会の

立ち上げおよび同委員会での「核融合設備

規格超伝導マグネット構造規格」の原案作

成当初からその策定、維持活動に多大な貢

献をするとともに、ASME アドバイザリグル

ープとの規格活動、ITER 国際協力での超伝

導マグネット調達活動を通じて、国際的な

普及活動を実践してきた。特に材料とその

極低温特性に関する極めて深い専門知識か



 

ら、液体ヘリウム温度（4K）というこれま

でに無い極低温領域で使用可能な材料仕

様、設計物性を規定し、かつ高価な液体ヘ

リウム中での試験を不要とした、世界にも

類を見ない規格を実現した。また、当該規

格の国内外での学会発表の他、発電用設備

規格以外にも JIS 等広く標準事業活動を行

ってきた。 

3 

野中 洋一 

 

株式会社日立製作

所 

研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

統括本部 

生産ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀ 

主管研究長 

スマートマニュファクチャリング

システム構築手順の国際標準原案

策定と国際活動、および、スマー

トマニュファクチャリング統合リ

ファレンスモデルの国際標準原案

策定への貢献と国際活動 

2014 年から現在まで、IEC/MSB Factory of 

the future 国 際 エ キ ス パ ー ト 、

ISO/TMB/Industry4.0/Smart manufacturing 

SAG WG2 Leader、IEC/TC65 ISO/TC184 JWG 21 

Smart Manufacturing Reference Model(s) 

TF5 Leader、IEC/SyC Smart Manufacturing 

WG3 Convener などを歴任し、スマートマニ

ュファクチャリングの国際標準化活動に参

画してきた。スマートマニュファクチャリ

ングに関するシステム構築手順を策定し、

IEC での国際標準原案化に尽力するととも

に、このリファレンスモデルの国際標準に

ついて独自の考え方を提案し、その内容を

含めた国際標準の原案策定に貢献した。 

コ ー ド エ ン ジ ニ ア 賞 

 受賞候補者名 業績名 推薦理由 

1 

澤田 浩太 

 

国立研究開発法人

物質・材料研究機構 

構造材料研究拠点 

構造材料試験ﾌﾟﾗｯﾄ

ﾌｫｰﾑ 

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ長 

材料の許容値策定および許容値策

定の手順整備 

材料規格の骨格をなす材料特性値を独自に

開発、審議し、規格に反映する役割を持つ

材料専門委員会の傘下には、新材料規格化

分科会が投置されている。同分科会では、

新規材料の特性値(許容応力値)の策定及び

規格に関連する材料問題の技術的検討を行

っている。同分科会設置以降、主査として、

JIS G 3136(2012)建築構造用圧延鋼材(SN

材)の許容値策定、火力発電用の火 STPA24J1

系鋼、火 SCPH91 鋼、火 STPA28 系鋼の許容

応力のレビュー、原子力発電用の金属キャ

スク材料の許容値レビュー等において主導

的な役割を果たした。また、規格化に必須

である規格化申請者から提供される材料試

験データの取扱い要領や許容値(Su、Sy、S)

を策定するための手順書原案を作成し、発

電用設備規格に関する材料問題の技術的検

討に大きく貢献した。 

 


